
        
            
                
            
        

    
 
    はじめに 
 
      
 
    本書はVTuberマニアに向けた書籍です。 
 
      
 
    ・VTuberになりたい！ 
 
    ・VTuberデビューしている！ 
 
    ・VTuberマニア！ 
 
      
 
    これらの方にオススメです！ 
 
      
 
    筆者は、知名度０の状態でデビューから１年間で登録者数15000人を達成したバーチャルYouTuberです。経済系バーチャルYouTuberとして、自身の専門分野である経済的観点から、バーチャルYouTuber界隈の出来事を分析、考察しています。未来に本書を読む方は、「VTuber界ってこんなことがあったんだ！」と歴史書としてもお楽しみいただけるかと思います。 
 
      
 
      
 
    VTuberの知見に加えて、行動経済学の知識も楽しく学べる構成です。専門的な用語はできる限りかみ砕いて解説しています。 
 
    各章はそれぞれ独立して完結していますので、是非興味のある章から読み進めてください。 
 
    本書を読み終えたあなたは、今よりもっとVTuberに詳しくなっているはずです！ 
 
      
 
    2020/4/19 バーチャルエコノミスト千莉 
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 第１章 キズナアイ分裂炎上問題からVTuberの声優変更が視聴者の反感を買う理由を考察 
 
    


 
   

 

 キズナアイ分裂騒動とは？ 
 
    この章では、キズナアイさんの分裂炎上騒動から「なぜ VTuberの声優変更は視聴者の反感を買うのか」について、主に社会心理学や進化心理学から考察していきます。 
 
      
 
      
 
    はじめに、「キズナアイ分裂騒動」について説明します。簡潔に説明すると、バーチャルYouTuberのキズナアイさんが、それぞれ別の声優を起用して「同じアバター」「同じ名前」で4人に分裂するという試みを行いました。 
 
      
 
    [image: ] 
 
      
 
      
 
    分裂したキズナアイさんが動画の出演などを補助することで、オリジナルのキズナアイさんの負担が軽減されるというわけですね。分裂してできた4番目のキズナアイ（ここでは仮にキズナアイ4号と呼びます）は中国語が喋れるので主に中国で活動しています。 
 
    しかし、このActiv8株式会社による「分人プロジェクト」は日本と海外どちらのファンからも非常に多くのバッシングを浴び続けました。 
 
    炎上の原因に関しては、「オリジナルのキズナアイの出演時間が減った」「4号の素行が悪い」など細かい要因が挙げられていますが、これらは本質的な問題ではありません。それらが表面化してくる以前から、動画内には数千単位の低評価がつけられ、コメント欄では分人が批判されていました。 
 
      
 
    実はキズナアイさん以前にも企業が同じアバターに別の声優を起用しようとして炎上したという例は多数存在します。例えばアズマリムさんや、ゲーム部プロジェクトでも、企業が同じモデルにも関わらず別の声優の起用を試みたことによってファンから多くの怒りを買いました。これらの声優変更騒動は全てのケースで運営企業が謝罪文を掲載するまでに発展しています。 
 
      
 
      
 
    なぜ声優変更は受け入れられないのでしょうか？ 
 
    ここで、なぜVTuberは同じモデルで違う声優を起用してはいけないのでしょうか？それを考えてみましょう。 
 
    この答えは「VTuberは声だけではなく性格など声優さんのアイデンティティに依存してコンテンツを作っているから、声優を変更すると違和感が出る」となります。 
 
    これは少しVTuberに詳しい人ならば容易に思いつく結論です。確かにこれで説明はつきますが、私はここから更にもう一段掘り下げて考察してみました。 
 
      
 
    感情を排除して合理的に考えると、似たような声質で同じようなコンテンツを発信するのならば、別に声優変わっても問題は無いのではないでしょうか？ 
 
    例えば視聴者が合理的なAIならば、「コンテンツから得られる満足度にさほど変わりはない」という結論を出し、声優の変更を許可すると思います。 
 
      
 
    


 
   

 

 原因は人間の差別感情 
 
      
 
    では、なぜ人間はここまで過剰に声優のチェンジを嫌うのでしょうか？ 
 
      
 
    この問題について私は、人間が持つ本能的な差別の性質が原因なのではないかと推測しました。 
 
    社会心理学では人間が差別を行うのは実は「異質性」よりも「同質性」であることが明らかになっています。 
 
      
 
    まず「異質性とはなんだ？」 という疑問に答えます。異質性とは明らかに見た目が違うものです。例えばアメリカでいえば白人と黒人ですね。 
 
    異質性はよくある差別の原因だと考えられがちですが、実はより強い差別を生むのは同質性の方なのです。 
 
    同質性とは見た目が違わないのに内面が違うことです。これに対して人間は強い差別感情を覚えます。 
 
    例えば、ヒトラーのユダヤ人虐殺は、見た目は同じなのに人種が違うことから生まれました。日本で言えば古くからある韓国人への差別も見た目での区別がつかないからと考えられます。 
 
    また、日本人の中でも部落出身者へは強い差別が存在していました。日本では江戸時代から、最も身分の低い人々が住む集落が部落として差別された歴史があります。 
 
    
このように、人は異質性よりも同質性の方が強い差別感情を抱くという性質を持っています。 
 
      
 
    これをVTuberに当てはめると、同じモデルで声と性格が少し違うのはまさに同質性です。同質性は理由のない本能的な拒否反応を引き起こします。 
 
    同質性が原因となり、私たち視聴者は声が変わったVTuberを見ると、非常に強い拒否反応を覚えるのではないでしょうか。 
 
    もし、「キズナアイ」が4人とも全部髪の色が違うなど見た目での区別が可能ならば、おそらくここまでの反感は生まれなかったと考えられます。 
 
    見た目に違いができれば同質性による本能的な拒否反応は抑えられるからです。 
 
      
 
    今まで声優の交代を試みた企業や、これからもし交代を試みようとしている企業は、この人間の本質を理解していれば、同じアバターで違う声優の起用はまかり通らないということに気がつくでしょう。いくら合理的な理屈を主張したところで、視聴者は本能の部分で、似ているけれど少し違う別人に対してはNOを突き付けるのです。 
 
      
 
    


 
   

 

 なぜ分人を行ったのか？ 
 
      
 
    少し話を戻します。なぜそもそもActiv8株式会社は分人を行ったのでしょうか？ 
 
    これに対しては、私は非常に単純な理由だと思っています。それは、「企業が利益を伸ばすため」です。 
 
    会社経営はボランティア活動ではありません。利益をあげて従業員に給与を支払わなくてはなりません。 
 
      
 
    キズナアイさんはYouTube登録者数260万人を超えるインフルエンサーです。影響力を持つ彼女は莫大な利益を会社にもたらします。とはいえ彼女の体は一つなので、イベント参加、CM撮影、動画撮影などを全て行うには時間が足りないわけですね。 
 
    そこで、企業はこう考えたのでしょう。
「それならば動ける中身を増やしてしまおう！ 四人に分裂させて4人がそれぞれ仕事をすれば利益も4倍近くになるじゃないか」と。
  
 
    分人ではなく、「キズナアイ2号」と名前をつけて色違いの別のモデルを用意してしまうと、それはもう別のものと判断されてしまうのでインフルエンサーの影響力が使えなくなってしまいます。 
 
    クライアントにCMを依頼された際に、色違いの別のモデルで声まで違うキズナアイ2号を「キズナアイです」と言って差し出しても、クライアントは了承しませんよね。 
 
    そのため、別のモデルを使うならゼロからまた影響力を積み集めなければいけません。登録者で言えば0人からの再スタートとなります。企業は、この信用を積み上げる作業をショートカットして、分人で影響力を4倍に増やすことを試みたわけですね。それが失敗して炎上したのが今回のケースなのでしょう。 
 
      
 
    


 
   

 

 声の魅力と海外ファンの炎上 
 
      
 
    最後に、海外のファンが荒れている原因について考えてみました。 
 
    中国語を喋れるキズナアイ4号を中国で活動させている企業は、「中国人のファンたちは日本語は分かっていないだろう。それならば別に中国語が堪能なモデルの方がいいんじゃないか」と考えたのだと思います。 
 
      
 
    実はこの戦略は進化心理学の見地では間違いであると言えます。
なぜなら、人間は言語ではなく声の高さや波長に魅力を感じるからです。これについては、武蔵野大学の泉明宏教授の声の魅力についての論文で説明されています。不思議なことに、声の魅力に言語は関係しないのだそうです。 
 
    つまり、言葉がわからなくても海外のファンたちは日本語の VTuberの声に魅力を感じているということです。 
 
      
 
    VTuberファンならば、見たことがあるかもしれません。日本の可愛いVTuberの動画に、海外のファンが英語で「私はあなたが何を喋ってるかわかりませんが、あなたの声はキュートだ」というコメントをよく書き込んでいるのです。言語はわからなくても声の魅力は伝わっているのでしょう。 
 
    VTuber以外の例で言うと、海外の歌であっても私たち日本人は歌声を聞いてすごく感動しますよね。 
 
    YouTubeで世界一の再生数を誇っていた歌である「江南スタイル」は韓国語なので韓国人以外には何を言っているのか伝わりません。しかし、言葉が分からなくとも、世界的な人気があるのです。 
 
      
 
    結局、声の魅力に言語はそこまで重要ではないという話です。そのためオリジナルのキズナアイさんの声が好きだった中国のファンは、全く別の声の中国人の声優を持ってこられても「いやいやいや違うぞ！ これじゃないんだ！ 言葉がわからなくても日本語のアイちゃんの声が聞きたいんだ！」となるわけですね。 
 
      
 
   

 

 まとめ 
 
      
 
    まとめると、VTuberファンが最も忌み嫌う「同じモデルの使い回しでの声優変更」は、人間の本能的な差別の感情を刺激する可能性があります。 
 
    そのため、モデルの使い回しが合理的に正しいように見えたとしても、同質性は排除しなければなりません。そうしなければ、これまでと同じように人間のマイナスの感情を引き起こし、炎上をもたらす危険性があります。炎上するだけならまだいいのですが、実際には再生数の低下、チャンネル登録の解除という形で、ファンが離れていってしまっているのです。 
 
      
 
    私はキズナアイさんが世界に向けて日本の「バーチャルYouTuber」という文化を発信するという試みは非常に素晴らしいものだと思っています。 
 
    しかし、分人プロジェクト成功のためには、それぞれの「キズナアイ」に目に見える違いをつけて同質性を排除する必要があるでしょう。そのためには、4人を区別できるように名前を変え、髪の色を変えるであったり髪飾りをつけるであったり、一目で4人を区別できるような外見の違いが必要となります。 
 
    このような工夫をすれば、もしかしたら分人プロジェクトは万人に受け入れられ、日本の「バーチャルYouTuber」という文化がより世界に広まるようになるのかもしれません。 
 
      
 
    


 
   

 

 補足説明 
 
      
 
    本章は2019年08月19日にWeb記事サービスnoteに投稿されたものです。本記事はnote公式から週間ビュー数が多かった記事で３度表彰され、合計ビュー数は2万を突破しました。 
 
      
 
    2020年現在、キズナアイさんは4人がそれぞれが見分けがつく形に変更されています。 
 
    それぞれが色の違う髪飾りを身に着け、「loveちゃん」「あいぴー」という呼び名がつきました。キズナアイ4号は中国の別法人が運営するVTuber事務所でプロデュースされることになりました。 
 
    ３カ月以上経過し、ようやく運営企業が同質性の危険性に気が付いたと言える出来事でしょう。 
 
      
 
    


 
   

 

 第２章 CTuberとVTuberの定義について考える 
 
    


 
   

 

 「CTuber」とは？ 
 
      
 
    この章では「CTuber」と「VTuberの定義の変遷」について解説していきます。 
 
    まず、「CTuber」とは何かについて説明します。 
 
    2019年7月、人気VTuberグループ「ゲーム部プロジェクト」の声優が交代し運営企業が多くの非難を浴びました。この問題について、2019年7月17日、運営企業であるUnlimitedから声明が出されました。
https://gameclubproject.jp/20190717info/
以下引用文。 
 
    
「ゲーム部プロジェクトは VTuber と言うより、色々な理由、動機でゲームに打ち込む 4 人の高校生の物語を描いているキャラクターコンテンツ作品という方が近いかもしれません。
（中略）　　
一方で、例え上記のようなストーリーラインがあったとしても、私たちはプロのアニメ制作会社というわけでもないですし、アニメーションというのはどこまでいっても神視点で物語が進んでしまうため、どうしてもメッセージ性や共感性に欠けてしまうのではないか？
という課題を感じておりました。
そこで、カメラの奥の視聴者の方々に向かって、語りかけることが出来る YouTuber を、今を一生懸命に生きている彼女達にやってもらおうという思いで、VTuber という言葉を借りて、これまでのゲーム部プロジェクトという作品は運営を続けて参りました。
従って、弊社が目指しているのは、VTuber というよりも、どちらかといえば CTuber(キャラクターユーチューバー)という表現の方が、適切なのかもしれません。」 
 
      
 
    このように、ゲーム部プロジェクト炎上問題の本質は、運営企業と視聴者の認識の齟齬によるものです。VTuberという定義が広すぎて、
  
 
      
 
      
 
    
この章では、「CTuberとはどういうものなのか？」バーチャルYouTuber（VTuber）という言葉の定義から分析していきます。 
 
    


 
   

 

 「CTuber」の定義 
 
      
 
    CTuberは「ゲーム部プロジェクト」や、「どっとライブ」のYouTubeチャンネルのようにVR技術を駆使したアニメーション作品のことを指すと考えられます。
つまり、既存のVTuberのように意思を持って自由に話すのではなく、既に作られているアニメーション作品に声をアフレコするという形になります。 
 
    「CTuber」という言葉は「ハローキティ」が発祥のようで、今回のUnlimited株式会社はこちらを流用したようです。 
 
    CTuberをより詳しく理解するためには、VTuberの定義を理解する必要があるでしょう。VTuberの定義を考えると、実は昔と今では定義が異なっていることがわかります。
「昔のVTuber」は小さな範囲を示していましたが、「近年のVTuber」はより広い範囲を指し示すようになりました。 
 
      
 
    [image: ] 
 
      
 
      
 
    


 
   

 

 流行の原因は「憧れ」と「利益」 
 
      
 
    では、なぜ言葉の定義は変化していくのでしょうか？
私はキーワードは「憧れ」（感情）と「利益」（論理）であると考えます。 
 
    まずコンテンツは小さな範囲で流行します。その後、コンテンツに憧れた人やおこぼれに与ろうとした企業が「利益」を求めてコバンザメのように業界に参入してきます。そして、どんどん産業が拡大していくのです。 
 
    VTuberの言葉の変遷も全てこの「憧れ」と「利益」で説明できると私は考えています。 
 
      
 
    


 
   

 

 YouTuberの定義の変化 
 
      
 
    バーチャルYouTuberは、YouTuberとしてのカテゴリの1つです。そのため、まずはYouTuberの定義を明らかにしなくてはなりません。 
 
      
 
    YouTuberとは「YouTubeの動画再生によって得られる広告収入を主な収入源として生活する人物」を指します。
これは2007年YouTubeが人気投稿者をYouTubeパートナープログラムに勧誘したことが始まりであると言われています。
つまり、YouTuberは職業として名乗るためにYouTubeが作った造語だったのです。 
 
    YouTubeの認知度が高まるにつれて、YouTubeで生計を立てる人も増えていきます。すると、どうなるかと言うと「好きなことで、生きていく」をうたっているトップYouTuberに憧れた、自称「YouTuber」が増えていきます。
広告収入だけで生計を立てられていないにも関わらず、YouTuberを名乗ってしまうわけですね。 
 
    自称YouTuberの中には、純粋にYouTuberに憧れる人もいますが、コバンザメのようにYouTuberという「ブランド」を利用する人も多く存在します。
「素人の動画投稿者です」と名乗るより、「YouTuberです」と名乗った方がSEO対策（検索されやすくなること）や自身のブランディングには効果的だからです。 
 
    しかし、視聴者は本物のYouTuberと自称YouTuberを見分けることができません。生計をたてているかどうかは考慮されず、YouTubeに動画を投稿しているか否かで判断されてしまいます。 
 
    コバンザメのように集まった自称YouTuberの中には、暴力やヘイトスピーチのような過激な動画を投稿する人も存在します。
これらの人々もまとめてYouTuberとして見られてしまうため、「YouTuberはどうしようもない連中」と世間に認知されたという過去もあります。 
 
    
華やかなトップYouTuberを見て、憧れやコバンザメ戦略で自称YouTuberが参入する。しかし、視聴者はプロのYouTuberと自称YouTuberを区別できないため、どちらもYouTuberとして呼んでしまう。このような過程を経て、YouTuberという言葉の定義が広まっていったのではないかと私は考察しています。 
 
      
 
      
 
   

 

 増えすぎた選択肢にはカテゴリ化が行われる 
 
      
 
    YouTuberの定義が広まりすぎると不便が生じてきます。
YouTube黎明期にはYouTuberといえば、「ヒカキン」「マックスむらい」「バイリンガール」でした。
しかし、現在のようにYouTubeに動画を投稿してさえいればYouTuberを名乗れる状況では、YouTuberと言ってもどのレベルを指すのかが不明瞭です。 
 
    そこで、YouTuberの中でカテゴリ化が行われるようになりました。コロンビア大学の行動経済学者シーナ・アイエンガー教授は、多すぎる選択肢から意思決定を行う際の対策として、「カテゴリ分け」を推奨しています。 
 
    例えば、私たちがアマゾンで買い物をする際、膨大な商品の中から目当ての商品を見つけやすくなっているのは、アマゾンが商品を「カテゴリ分け」してくれているおかげなのです。 
 
      
 
    このカテゴリ分けで生まれたのが「○○系YouTuber」という言葉です。ゲーム系YouTuber、ビジネス系YouTuber、料理系YouTuberなどが存在します。 
 
    また、チャンネル登録者や再生数が少ない投稿者に対して底辺YouTuberという蔑称も生まれました。ですが、チャンネル登録者がおよそ10万人を超えている職業としてのYouTuberは全投稿者の上位1％しかいません。本来ならYouTuberである時点で底辺ではないのです。しかし、カテゴリ分けによって底辺YouTuberという蔑称が生まれた時点で、既に職業としてのYouTuberという本来の意味は失われています。この言葉からは、YouTubeの認知度が広がったこと、そしてYouTuberの定義が拡大していることが読み取れます。 
 
      
 
    まとめると、カテゴリ化によって、私たちは広すぎるYouTuberの定義から興味のある対象を見つけやすくなりました。カテゴリ化が進むということは業界や言葉の定義が拡大しているということなのです。 
 
      
 
      
 
    


 
   

 

 バーチャルYouTuberの定義の変化 
 
      
 
    話をVTuberに戻しましょう。バーチャルYouTuberという言葉もYouTuberと同様に、業界の拡大とともに定義が広がっていきました。 
 
    バーチャルYouTuberとは「キズナアイ」をプロデュースしているActiv8株式会社が作り出した造語です。「キズナアイ」はバーチャルYouTuberを明確に定義付けしていませんが、バーチャル世界の住人であるという設定は徹底して遵守していました。これは従来のYouTuberとは異なる性質です。 
 
    彼女の活躍を見た株式会社アップランドは、「何やらバーチャルYouTuberは儲かるらしいぞ！」と、「電脳少女シロ」を生み出しました。「電脳少女シロ」はバーチャルYouTuberを名乗った2人目の存在です。「電脳少女シロ」も先人の「キズナアイ」にならい、バーチャル世界の住人という設定を遵守しています。 
 
    その後、多くの企業がバーチャルYouTuber業界に参入し、様々なバーチャルYouTuber（VTuber）がデビューすることになりました。 
 
    黎明期を支えたVTuber達の活躍により、「VTuber」という単語はブランド力を持つことになります。 
 
    このため、新規参入する企業はVTuberと名乗っておけばブランドの恩恵に与ることができます。 
 
    幸い、Activ8株式会社は商標登録の申請もしていません。VTuberも「名乗ったもの勝ち」の世界となりました。既存のVTuberファン達を引き入れることができ、SEO対策にもなるため、VTuberと名乗らない理由はありません。 
 
    個人VTuberたちも「憧れ」を持ってVTuberを名乗るようになります。 
 
    [image: data:image/gif;base64,R0lGODlhAQABAAAAACH5BAEKAAEALAAAAAABAAEAAAICTAEAOw==] 
 
    
このように、VTuberの定義はどんどん拡大していきました。「職業」としてのVTuberから、バーチャルな身体を持つ全ての動画投稿者へと定義が拡大していったのです。 
 
    しかし、大衆の考えるVTuberの定義からあまりにも外れ過ぎると怒りを買うことがあります。VTuberというブランドは多くのメリットを持ちますが、ブランドを傷つける行為は非難を浴びるというデメリットがあるのです。 
 
    ゲーム部プロジェクトのUnlimited株式会社のように大衆の考えるVTuberの定義から外れた状態でVTuberと名乗ってしまうと、ファンの怒りを買ってしまいます。このように、コバンザメ戦略が裏目に出てしまうパターンもあるわけです。 
 
    


 
   

 

 VTuberの定義は変わらない 
 
      
 
    今後、「VTuber」の定義はどうなるのか？ という問題については、現在の広義の意味が主流で使われることは変わらないと私は考えます。これは「YouTuber」の定義の広まりを分析した結果です。 
 
    [image: data:image/gif;base64,R0lGODlhAQABAAAAACH5BAEKAAEALAAAAAABAAEAAAICTAEAOw==] 
 
    今後は、VTuberという定義は広がったまま変わらず、カテゴリ化が進んで行くと予想されます。既に○○系VTuber、バーチャルライバーと言ったカテゴリ化は進んでおり、これが更に加速していくでしょう。 
 
      
 
    今回、Unlimited株式会社はCTuberという新語を作りました。これは広すぎるVTuberという定義をカテゴリ化したものです。CTuberというと難しく感じますが、これはアニメ系VTuberとでも言い換えると理解が進むのではないでしょうか。 
 
    


 
   

 

 コバンザメは正と負の両面を持つ 
 
      
 
    私はコバンザメが集まるのは業界に勢いがある証であると考えます。しかし、コバンザメにより業界の規模は広がりますが、同時に問題を引き起こし業界のイメージを下げることもあります。 
 
    例えば、YouTuberならば自称YouTuberによる炎上目的の動画。
VTuberならば演者を蔑ろにするパワハラ企業など。 
 
    利益のみを求めてやってくるコバンザメは、ノウハウが足りなかったり、業界の暗黙の掟を知らないという理由から、問題を引き起こす確率が高まります。 
 
    VTuber業界では、Unlimited以前にも声優の交代を強行して倒産した企業はいくつも存在します。 
 
      
 
    コバンザメが問題を起こし、業界のイメージがダウンするのはVTuberに限らず、どこにでも起こりうる問題です。 
 
    近年で言えば、仮想通貨業界がこの典型例でしょう。 
 
    2017年冬、仮想通貨の高騰を受けて、多くのベンチャー企業が仮想通貨に参入しました。当時は濡れ手に粟の状態で仮想通貨の取引所はどこもボロ儲け状態でした。 
 
    しかし、ノウハウを持たないこれらコバンザメ企業のセキュリティ管理は杜撰な場合があります。その為、保有通貨の流出や致命的な取引エラーなどが多発するというありさまでした。 
 
    コインチェック社で仮想通貨NEMが580億円分盗難に遭ったことはニュースで大きく報道されました。 
 
      
 
    では、コバンザメを全て閉め出したほうがいいのでしょうか？ 
 
    そんなことはありません。 
 
    新規参入を認めない閉鎖的な業界では大きな発展は見込めないでしょう。 
 
    もしActiv8株式会社が「バーチャルYouTuber」「VTuber」の商標権を取得していれば、今日のような日本でのVTuberの隆盛はなかったはずです。 
 
    利益を求めて様々な企業が参入してこそ業界が発展し、最終的にはそれらの企業も含めて文化になりうるのです。 
 
      
 
    


 
   

 

 まとめ 
 
      
 
    一部だけを見て全体を判断することは認識の齟齬を生みます。 
 
    人間は思い出しやすい事柄の重要度を高めてしまう性質を持っています。これは人間の持つ認知バイアスの1つで、行動経済学では利用可能性ヒューリスティックと呼ばれます。 
 
      
 
    例えば、飛行機の墜落事故のイメージから、飛行機に乗るのを極度に恐れる人がいます。しかし、実際は車で事故に合う確率のほうが遙かに高いのです。 
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    一部のYouTuberが犯罪行為をしたからといって、YouTuber全体を犯罪者予備軍のように見ることは間違っています。 
 
    つまり、VTuberの一部で何か問題が起きたからといって「VTuberはもうオワコンだ」「VTuber業界はブラックだ」と決めつけるのは誤りです。 
 
    「CTuber」のようにVTuberの下に様々なカテゴリが生まれるのは、VTuberの認知度が高まってきている証と言えるでしょう。 
 
    結論として、私が言いたいことは、業界の発展には様々な諸問題がつきものであるという話です。
これらを乗り越えながらVTuber業界の規模は益々拡大し日本の誇るバーチャルリアリティ産業となっていくのではないでしょうか。 
 
      
 
      
 
    


 
   

 

 第３章「VTuberならでは」の動画とは？ VTuberの強みを探る 
 
    


 
   

 

 「VTuberならでは」の動画とは何か？ 
 
      
 
    「VTuberならでは」の動画とはどのような動画なのでしょうか？ 
 
    VTuberがあげている動画のほとんどはゲーム実況か雑談動画（配信）です。これでは普通のYouTuberがやっていることと何も変わりがありません。 
 
    そのため、多くのVTuberは「VTuberならでは」の動画を作らなければならないという使命感に襲われています。 
 
    例えば、VTuber四天王と呼ばれる電脳少女シロさんは、テレビ番組でマツコ・デラックスさんと対談した際に「バーチャルならではの企画がない」と相談していました。 
 
    この章では、「VTuberならでは」の動画が作れないという問題を行動経済学、進化心理学の観点から解決していきます。 
 
      
 
    


 
   

 

 「VTuberならでは」の動画は既に作れている 
 
      
 
    結論から言うと、ほとんどのVTuberは「VTuberならでは」の動画を既に作れています。
これはどういうことなのか、順を追って説明していきます。 
 
    そもそもなぜ「VTuberならでは」の動画を作る意味があるのでしょうか？
それは、「再生数や新規ファンを獲得する」という目的のためでしょう。VTuberの持つ優位性を活かした動画を作ることができれば、普通のYouTuberよりも優位に立てるというわけです。 
 
    「VTuberならでは」の動画とは、言いかえれば「VR技術を利用した画期的な動画」ということです。これは「VR空間内でバーチャルな体を活かした何かしらの企画をやる」という風に捉えられている印象があります。これはなかなかハードルが高い話です。 
 
      
 
    しかし、無理にＶＲ空間内で凝った企画をする必要はないと私は考えます。なぜなら、ほとんどのVTuberの動画は自分の分身として２Dや３Dのアニメーションキャラクターが登場しているからです。これこそが「VR技術を利用した画期的な動画」なのです。 
 
      
 
    スマホもVRも未発達の時代には、リアルタイムで演者の表情や動きを投影するアバターを作ることは困難を極めました。VTuberとしてキャラクターを動かせるのは現代の技術力の結晶なのですが、これはVTuberとしては当たり前過ぎて見落とされてしまっています。 
 
    つまり、ほとんどのVTuberは「VTuberならでは」の動画を既に作れているので、「VTuberならでは」で悩む必要などないというわけです。 
 
      
 
    


 
   

 

 VTuberの一番のメリットは美しい容姿 
 
      
 
    とはいえ、これだけではあなたは納得できないと思います。
「いくら技術力がすごくても内容が普通ならYouTuberとの差別化ができないんじゃないの？」
「動画にキャラクターが登場するメリットはあるの？」
これらの疑問が噴出してくるでしょう。 
 
    確かにこれらの疑問はもっともです。
2019年現在ではVTuberの数は8000体を超え、黎明期にあった「物珍しさ」というメリットも薄れてきています。 
 
    では、VTuberが持つ圧倒的な強みとは何なのでしょうか？ 
 
    それは、「美しい容姿」です。 
 
    言われてみればなんだそんなことかと思うでしょう。しかし、これはVTuberに詳しい人ほど「当たり前」になってしまい、見落としてしまう傾向にあります。 
 
      
 
    


 
   

 

 美しさは本能に訴えかける普遍性を持つ 
 
      
 
    「美しい」と言っても容姿の好みなど人それぞれじゃないかと、あなたは思われたかもしれません。 
 
    確かに好みはありますが、進化心理学で考えると、人間が異性に魅力を感じる部位は概ね共通しています。それは、「健康」と「生殖能力」です。 
 
      
 
    VTuberの視聴者の大半は男性です。そこで、まずは男性が女性に魅力を感じる点を解説していきます。 
 
    男性が女性に魅力を感じる点は、学術的に言えば「生殖可能かどうか」という点です。 
 
    女性の豊かなバストやヒップは多産が可能であることを表します。また、ツヤのある髪、大きく澄んだ瞳、ハリのある肌は若さの象徴です。 
 
    ウエストのくびれも女性が妊娠していないことを表す重要な要素です。ヒップ１ウエスト0.7の割合は世界中で共通して魅力に感じられる割合だそうです。幼児体系の子どもやお腹の膨らんだ妊婦はくびれが見られないため、生殖可能でないとみなされます。 
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    日本の女性キャラクターは童顔が多いですが、実はしっかりとくびれが描かれていることがほとんどです。そのため、顔は子どものようなキャラクターであっても、身体は大人の女性の性的魅力を持つように描かれています。 
 
    次に、男性と女性に共通して魅力的に感じる点は、左右対称で平均的な顔です。左右対称で平均的な顔は、遺伝子の多種多様を示します。脳の研究では、人間は美しい顔を見るだけでも脳の快楽中枢が反応するそうです。 
 
    顔だけでなく体の対称性も同様に、病気にかかっておらず健康であることを表しています。伝染病を患っていたり、身体に大きな怪我をしていれば、昔は生き残るのは難しかったのです。そのため、人間は本能的に、より健康で生き残りやすい異性に対して魅力を感じるのです。 
 
      
 
    つまり、VTuberの持つ「美しい容姿」は人間の本能に訴えかける普遍性があるというわけです。これはトップモデルやイケメン俳優には必要のないものかもしれませんが、これらに当てはまる人はごく一部だけでしょう。 
 
      
 
    


 
   

 

 「容姿がいい人」は物事が上手くいく 
 
      
 
    「容姿がいい」人はそれだけで強みになります。 
 
    なぜなら、私たち人間は、外見の印象によって、内面の評価にバイアスがかかってしまう性質を持っているからです。自分では内面だけで公平に判断したつもりであっても、実際は外見の印象に引きずられている可能性があります。 
 
    簡単にいうと、美男美女の行為はプラスに受け止められやすいのです。他方で、容姿に優れない人は同じ行為でも、マイナスの評価を受けることがあります。 
 
      
 
    例えば、営業の世界では、「高身長な人はそれだけで説得力が増す」と言われています。 
 
    海外では、これを裏付ける研究結果が出ています。それは、「身長と年収は正比例する」というものです。 
 
    オーストラリア国立大学による最新の調査では、身長が６フィートである男性は、２インチ短い男性場合と比較して、年間所得が１０００ドル近く上がることがわかりました。この研究では「背の高い人はより知的で強力であると認識されている」との結論が出ています。米国と英国での調査でも、同様の結論が出ています。アメリカやイギリスの場合、身長１インチにつき年収は７８９ドル高くなっていくそうです。 
 
      
 
    私たちは相手の容姿を見ただけで無意識の偏見が呼び起こされてしまうのです。１例として政治家の容姿と選挙結果は正比例することが明らかになっています。 
 
    このように、容姿がいい人間はそれだけで多くのメリットを享受することができるのです。 
 
      
 
    


 
   

 

 ハロー効果による認知バイアス 
 
      
 
    なぜ、このような結果になってしまうのでしょうか？ 
 
    それは、ハロー効果（後光効果）の影響によるものです。 
 
    ハロー効果とは、人間はある対象を評価する時に、それが持つ顕著な特徴に引きずられて他の特徴についての評価が歪められるというものです。 
 
    ハロー効果は強烈な認知バイアスを引き起こします。人はその人の評価をある程度、第一印象だけで決めつけてしまうのです。 
 
    ハロー効果を証明する簡単な例を出しましょう。 
 
      
 
    今から２人の人物の特徴を挙げます。どちらの方が好印象か判断してみてください。 
 
      
 
    田中さん：
顔がいい、頭がいい、勤勉、直情的、批判的、頑固、嫉妬深い 
 
    
鈴木さん：
嫉妬深い、頑固、批判的、直情的、勤勉、頭がいい、顔がいい 
 
      
 
    おそらくあなたは、田中さんの方に良い印象を持ったでしょう。
ところが、この２人の特徴は全く同じもので、順番を入れ替えただけなのです。 
 
    このように、始めにいい印象を持つか、悪い印象を持つかで、その人の評価は決定されてしまうのです。 
 
      
 
    VTuberの美しい容姿は見る人にハロー効果を引き起こします。同じゲーム実況でも美男美女と平凡な容姿の人では、視聴者の反応は変化するのです。 
 
    ミスプレイ１つを取ってみても、かわいいアイドルならば「ドジっ子」。 
 
    不細工がやれば「下手糞」のように反応が分かれてしまうというわけですね。 
 
      
 
    


 
   

 

 脳にとっては２次元も３次元も同じ
  
 
    「見た目が美しいと言っても、結局絵じゃん？」という意見もあるかと思います。多くの人は２次元と３次元を分けて考えてしまいがちです。 
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    しかし、当人がどう区別しても、脳からすれば２次元も３次元も同じなのです。私たちホモサピエンスは約３０万年前に出現しました。対して、写真は約２００年前、アニメーションは約１００年前に発明されました。これはホモサピエンスの歴史の１％すら占めていません。つまり、人間の進化に対して、あまりにも技術の進化が早すぎて、脳が２次元世界のリアリティに対応できていないのです。 
 
      
 
    このことを表す簡単な例をあげましょう。 
 
    「男性は３次元の裸の女性を見れば興奮します。」
「同様に、男性は裸の女性の絵を見ても興奮します。」 
 
      
 
    しかし、種の保存を考えるなら、ただの絵に興奮するのは非合理的です。にもかかわらず、男性は興奮を抑えることができません。この理由は、脳が２次元世界の絵を「本物の女性である」と錯覚しているからなのです。 
 
    このような脳の錯覚の１つにシミュラクラ現象というものがあります。これは、人間の脳は３つの点が集まった図形を人の顔と見てしまうというものです。分かりやすい例は心霊写真でしょう。シミュラクラ現象により、私たちは壁のシミでさえも人の顔と誤認してしまうのです。 
 
    [image: ] 
 
      
 
    つまり、２次元のキャラクターであろうと、脳は３次元の人を見た時と同じ脳反応を起こすというわけです。 
 
      
 
    


 
   

 

 動画で顔出しをする必要はあるのか？
  
 
    ここで、容姿に自信がない人はそもそも顔を出さなければいいじゃないかという疑問もあるかと思います。
確かに、顔出しをせずに結果を出しているYouTuberは数多く存在します。しかし、顔出しは再生数や登録者数だけではないメリットを投稿者にもたらします。 
 
    実際に、海外のゲーム配信では顔出しが主流となっています。 
 
    では、顔出しのメリットとは何なのでしょう。
それは、顔出しをしているYouTuberは主にその「人物」にファンが付くという点です。反対に顔出しをしていない場合は主に「コンテンツ」のほうにファンがつきます。 
 
      
 
    では、なぜ人物にファンがつくことがメリットになるのでしょうか？
それは、その人のファンは他の活動をする際にもついてきてくれる確率が高くなるからです。ゲーム実況であれば、他のゲームに移っても視聴してくれます。コアなファンならばＣＤを出す、本を出すなどゲームを離れた活動であっても応援してくれる確率が高まります。 
 
    自身のファンを増やすことは令和時代の信用経済において非常に重要です。現在は信用力（ファンの数）がそのままお金に直結する時代なのです。 
 
      
 
      
 
    


 
   

 

 顔出しは単純接触効果を生む
  
 
    顔を出して動画を投稿することは単純接触効果（ザイアンスの法則）を生みます。単純接触効果とは、同じ物に繰り返し接触することで、そのものに対して好意や親近感が増大するというものです。 
 
      
 
    例えば、日本人でタモリさんが嫌いという人はほとんどいないでしょう。彼は生放送の回数でギネス記録を持っており、お茶の間で何度も目にする存在です。そのため、単純接触効果により好意や親近感が沸きやすいのです。 
 
      
 
    なぜ見ただけでも好感度が増加するのかといえば、これも進化心理学で説明がつきます。 
 
    狩猟時代、人間は常に外敵と戦っていました。初めて目にする人、猛獣、毒キノコなどはそれによって命を落とす危険がありました。しかし、その中でも何度も目にしたものは、命を脅かす存在ではないと判断されます。 
 
    このように、人間に染み付いた本能の部分で単純接触効果は生まれているのです。 
 
      
 
    単純接触効果は様々な場所で利用されています。政治家の選挙ポスター、テレビＣＭは何度も繰り返し見せることで単純接触効果を引き起こそうとしているのです。 
 
    買い物の際、同じような商品が並んでいれば、つい見知ったほうの商品を手に取ってしまいますよね。 
 
      
 
    話をYouTubeに戻すと、つまり、動画投稿者は顔を出すことによって単純接触効果により、親近感や好感を得ることができるのです。 
 
    


 
   

 

 匿名性を持った顔出し
  
 
    VTuberは匿名性を保ったまま顔出し配信を行うことができます。素顔を晒すことなく人物にファンをつけられるのはVTuberの持つ大きなメリットとなります。 
 
    顔出しはハロー効果や単純接触効果を生みますが、プライバシーが無くなるというデメリットも併せ持っています。トップYouTuberにもなれば、家を特定され悪戯を繰り返され、引っ越しを余儀なくされることなど珍しくありません。 
 
    そこまでされるのはごく一部だけですが、家族、友人、会社の同僚にはYouTube活動を隠したいという人も多いでしょう。 
 
    VTuberの場合は、プライバシーを守ったまま顔出しのメリットを享受することができるのです。
  
 
    


 
   

 

 より効果を高めたいなら？
  
 
    「もうVTuberならではの動画は作れているよ」と言われても、向上心のあるVTuberさんの中には納得できない人もいるでしょう。
では、「VTuberならでは」の強みはどうすれば高めることができるのでしょうか。 
 
    最も効果的なのはモデルのブラッシュアップでしょう。容姿が良くなればなるほどハロー効果は強まります。 
 
    ハロー効果が強まれば、動画内容が同じでも評価は上向きになります。動画の評価が上がればリピーターを呼び単純接触効果を引き起こすことができると考えられます。 
 
      
 
    補足として、ロボットや動物など人ではないVTuberはどうなのかという疑問があります。 
 
    これらのVTuberは、人間アバターの持つ外見的魅力ではなく、希少性、独自性という点からハロー効果を引き起こすことができます。そして、ロボットや動物にも美醜はあります。モデルをブラッシュアップしたり、トラッキング精度を高めることは人型と同様に有効であると考えられます。 
 
      
 
    


 
   

 

 結論
  
 
    結論としては、「VTuberならでは」はほとんどのVTuberが達成できています。無理にVR空間を活用した動画を作る必要に駆られることなどありません。万人から見て可愛い、カッコいい、美しいと呼ばれる２Ｄ３ＤモデルこそがYouTuberにはない「VTuberならでは」の動画なのです。

もし、あなたのお気に入りのVTuberの動画や配信が、次回から絵が無くなって声だけになると想像してみてください。「これじゃない」という喪失感が生まれるのではないでしょうか。 
 
      
 
    つまり、VTuberの強みとは、「ハロー効果と単純接触効果を引き起こせること」となります。
  
 
    当然ですが、VTuberの強みはこの章で紹介したもの以外にも様々存在します。その中でも今回は「VTuberならではの動画」に的を絞ってVTuberの強みを紹介してみました。「VTuberならでは」で悩んでいるVTuberさんの助けになれば光栄に思います。 
 
    


 
   

 

 第４章 VTuberに必要なスキルとは何か？ 
 
    


 
   

 

 VTuberを職として捉える 
 
      
 
    この章では、VTuberを職として捉えた際に、必要となるスキルについてまとめています。 
 
    VTuberには様々なスキルが求められます。これは従来からある様々な職とは異なるものでしょう。 
 
    これまでの職種は専門性が求められていました。例えば画家なら絵の上手さ。野球選手なら野球の上手さ。プログラマーならプログラミング力。何か一点特化の人が強みを持っていました。しかし、これからのAI時代は、様々なスキルを持った人材が求められると私は考えています。 
 
    これについては有識者たちも同様の意見を述べています。例えば堀江貴文氏は著書の「多動力」で、様々な業界の壁を飛び越える超越者を目指せと新時代の働き方を示しています。 
 
    また、戦略デザイナーの佐宗邦威氏は「21世紀のビジネスにデザイン思考が必要な理由」という書籍で、これからはハイブリッド人材が求められると述べています。 
 
    著者曰く、ハイブリッド人材とは右脳+左脳を使いこなす人材。つまり各分野の架け橋となれる超越人材のことです。 
 
    これからの時代は「デザイン（構想）」「エンジニアリング（実現）」「ビジネス（商売）」これら三つをすべて兼ね備えた人材が求められているのです。 
 
      
 
    新時代のビジネスにおいては、相手の分野のことも理解していることが大切となります。一つの分野で専門性を持ち、かつ他の分野の知識もカバーできる。それによって、よりチームでの連携が取りやすくなるのです。 
 
    


 
   

 

 AIによって消える仕事、消えない仕事 
 
      
 
    これからの仕事については、AIなくしては語ることはできません。 
 
    オックスフォード大学のオズボーン教授はコンピューターの進化によって消える職業調査という研究でAI によって消える仕事と消えない仕事を分析しました。 
 
    この調査によると、AI によって消えない仕事は2つに分類されます。 
 
    1つ目は「人との深いコミュニケーションに関わる仕事」です。例えばヘルスケア、ラーニング、心理学が挙げられます。ラーニングとは学習のことです。ここでは人に教えるような教育関連でしょう。科目の教員だけでなく、コーチングができる指導者も該当するのではないでしょうか。 
 
      
 
    2つ目の「創造の中心にいる仕事」もAIが代替困難な仕事です。デザイン、エンジニアリング、経営など。これらのクリエイティブな仕事は消えない仕事であると分析されています。 
 
      
 
    では、逆にAIによって消える仕事は何なのでしょうか？
それは分析や管理の仕事です。分析というのはAIの得意分野であり、最近のビジネス界では「ビッグデータ」を使いこなした企業が勝者となっています。 
 
      
 
    VTuberに必要なスキル 
 
    話をVTuberに戻すと、VTuberは新時代に求められている「超越者」だったり「超越人材」、まさにその典型のような職なのではないでしょうか。 
 
    その理由は、VTuberは文系理系芸術全ての領域のスキルが求められるからです。これは自身がVTuberになって気づいた発見です。 
 
      
 
      
 
    [image: ] 
 
      
 
      
 
    これは私が自分用に簡単に作ったマインドマップです。本来はこのような単純な形態ではないですが、分かりやすく考えるためにあえて「文系」「理系」「芸術」の3つにカテゴリ分けしています。
それぞれのカテゴリにおいて、どのようなスキルが求められるのかについて説明していきます。 
 
    


 
   

 

 文系スキル 
 
      
 
    例えば、文学だったらライティングのスキルに関係しています。Twitter、note、ファン限定の記事など。これらを書くためにはライティング能力が必要ですね。例えばVTuberのライブ配信のトップである「月ノ美兎」さんはnoteに定期的に記事を投稿しています。ほとんどの記事で、記事を評価する「スキ」の数が500以上という、note全体でみても次元が違う数字を叩き出しています。一定以上の程度のライティング能力がないとこれだけ多くの人に文章は読んでもらえないでしょう。 
 
    語学で言えば、VTuberは海外ファンも多いので英語や中国語を使いこなすことができればより幅広い層にアプローチができます。2番目に誕生したバーチャルYouTuber「電脳少女シロ」さんは英語が堪能なことで有名です。彼女は初期の活動として、日本語の動画とは別に、英語の吹き替え版動画を作ることで幅広いファン層にアプローチしていました。 
 
    [image: ] 
 
      
 
    心理学の知識があれば安定したメンタルで発信活動を続けることができるでしょう。VTuberなどの発信活動においては、レジリエンス能力が不可欠です。レジリエンスとはメンタルが傷ついた時の回復力のことです。心理学を学び、レジリエンスを鍛えておけば、例えばアンチからの攻撃や批判を受けたときのメンタルの回復力が早くなります。 
 
    また、心理学はマーケティングにも関わってきます。動画や配信の企画での、視聴者の心理を分析することで、視聴者が面白いと思うようなものを作りやすくなるのではないでしょうか。 
 
      
 
    経済学もやはりマーケティングにかかわってきています。VTuberはただコンテンツを垂れ流すだけでなく、SEO対策や宣伝能力も求められるからです。
また、VTuberとして活動を続けるにはマネタイズも必要です。マネタイズとはお金を得る方法のことですね。結局ゼロからVTuberを始めてもなかなかお金は入ってきません。なのでどうすればVTuber活動を通じて、職としてお金を得ることができるのかという、このあたりのマネタイズ能力も求められます。 
 
    あとは分析力も必要ですね。自分の Twitter の投稿や YouTube の動画の再生数や視聴時間やリツイート数から受け手の反応を見て何が正解で何がダメだったかという分析能力も求められます。 
 
    経営学はコミュニティの運営に関わってきます。VTuberの中にはある程度伸びてきたら運営側に回るというケースもあります。自分で小さい事務所を作って他のVTuberをプロデュースしていくパターンです。現在、個人勢として活躍しているVTuber「もちひよこ」さんも、活動開始から約1年半後に個人VTuberプロダクションを立ち上げています。 
 
    [image: ] 
 
    https://www.youtube.com/channel/UCZ1WJDkMNiZ_QwHnNrVf7Pw  
 
    事務所とまではいかなくとも、知名度がある程度増えてきたVTuberは自身のファンクラブを持つことになります。 
 
    私も自身のオンラインサロンを立ち上げて、70人以上のファンの方が参加してくれています。 
 
    コミュニティ運営において、VTuberが経営学の知識やスキルを持っていれば円滑なコミュニティを形成することができるでしょう。 
 
      
 
    


 
   

 

 理系スキル 
 
      
 
    次は「VTuberに必要な理系のスキルって何？」という話です。
私は理系ではないのでそこまで詳しくないのですが、VTuberにはおそらく工学に分類されるスキルが求められます。 
 
    VTuberが3Dモデルを動かす場合は、VR機器であるOculus riftやHTC Viveを使いこなし、VR空間で自分のモデルを動かさなければなりません。VR空間の環境構築はUnityと言うゲーム開発用のソフトが主に使われています。プログラミング能力があればUnityを利用してVR空間内で自由自在に様々なことができるようになります。 
 
    私がVTuberとしてデビューした2019年は、個人VTuberは理系の人が多い印象を受けました。VRを研究している技術者がそのままVTuberをやっているというケースですね。 
 
    VR開発の知識がある人と言えば、個人VTuberの「ねこます」さんが挙げられます。彼は豊富なVRの知識を活かしてVTuber黎明期の地盤を固めた一人です。
  
 
      
 
    


 
   

 

 芸術スキル 
 
      
 
    VTuberには文系理系だけではなく芸術的なスキルも求められます。VTuberに必要な芸術は、「音楽」と「美術（デザイン）」の二つに分けられるでしょう。 
 
    まず音楽について言えば、ほとんどの動画にはBGMや効果音がつけられます。その時に一体何がBGMとして最適なのか、この場面の効果音はどれがいいか、など適切な選択能力が求められます。 
 
    また、VTuberはアイドル性が付与されますので、自分で作曲をしたり歌を歌ったりすることができれば、多くのファンを得ることができるでしょう。作曲家として有名なのはハニーストラップの「周防パトラ」さんですね。 
 
    [image: ] 
 
    https://www.youtube.com/channel/UCeLzT-7b2PBcunJplmWtoDg 
 
      
 
    彼女は自分で様々な曲を作詞作曲して自分たちのグループのCDを出したり、他のVTuberに楽曲を提供することもあります。 
 
      
 
    発声もVTuberにとっては必要なスキルです。動画を撮るときにどれぐらい視聴者の方が聞き取りやすいよう滑舌よく話せるか。ナレーターや声優のような能力が求められます。普段のボイストレーニングが重要となるのでしょう。 
 
    VTuberで言えば、プロの声優の2人が運用している「みあたみちゃんねる」が挙げられます。 
 
    [image: ] 
 
    
https://www.youtube.com/channel/UC7yqc24BjJwi3PoqhXrx6og/featured 
 
      
 
    
発声で言えば歌唱力もVTuberには求められます。歌唱力に関しては必須ではありませんが、歌唱力を持っていればさらにアイドル性を広げられるでしょう。 
 
    例えばバーチャルシンガーのYuNiさんは圧倒的な歌唱力で世界初のバーチャルシンガーとして登録者30万人を超える人気を誇っています。 
 
      
 
      
 
    最後に芸術における美術、つまりデザイン的な分野ですね。VTuberにはデザイン力も欠かせません。 
 
    まず内容がどれだけ良かったとしても、見やすい動画でないとそもそも見てもらえない可能性があります。そのためにはレイアウト能力が必要となります。色彩心理学を用いて、どういう色が見やすく、どういう色が目をひくのかなど。YouTubeやTwitterのヘッダー、サムネイル、アイコン。これらも全てレイアウト能力が試されます。 
 
    VTuberを始めるならば。まず自分のキャラクターをデザインしなければなりません。そのために必要なのは2 Dや3 Dの作画力ですね。そのキャラクターを作り出すソフト、「CLIP STUDIO」「Live2D」「VRoid」などのスキルが求められます。これらの作画スキルが高いVTuberとしては犬山たまきさんが挙げられます。 
 
    [image: ] 
 
    
https://www.youtube.com/channel/UC8NZiqKx6fsDT3AVcMiVFyA 
 
      
 
    彼女は本職が漫画家のVTuberなので高い作画力を生かして可愛らしい自分の2 Dモデルを自分でデザインして動かしています。 
 
    さらに高度なデザインのスキルとしては3 D空間のモデリングが挙げられます。モノや空間を自分で作り出すことができれば、オリジナルの家だったり、家具や装飾品など様々な小道具を実装することができます。 
 
    これは3 Dモデリングソフトの「Blender」「Maya」「3 ds max」などのソフトのスキルが求められます。例えばVTuberのヒメヒナさんはハイクオリティのミュージックビデオを制作しています。 
 
    [image: ] 
 
    
https://www.youtube.com/channel/UCFv2z4iM5vHrS8bZPq4fHQQ 
 
      
 
    彼女たちのミュージックビデオの1つは全VTuberの中でトップの再生数を誇っています。制作方法は公開されていませんが、おそらく何らかの3 Dモデリングソフトが使われているでしょう。 
 
      
 
    最後に必要なスキルは編集力ですね。VTuberには編集力が求められます。高い編集力をつけようとすると、やはり世界的に使われている最高品質の製品であるAdobeソフトの理解が必要となります。Adobe社のツールはテレビや映画の編集にも使われています。「Premiere Pro」だったり「After Effects」そして「Illustrator」「Photoshop」これらのソフトを理解して使いこなすことで動画のクオリティは各段に向上します。 
 
    高い編集力のVTuberと言えばケリンさんが有名でしょう。 彼は独自の面白い編集で、個人VTuberであるにもかかわらず登録者10万人を超える圧倒的な人気を誇っています。 
 
    [image: ] 
 
    https://www.youtube.com/channel/UCeAfiVvEuyICYJW-f3GnQjQ 
 
      
 
      
 
    


 
   

 

 人間の強みはスキルの複合力 
 
      
 
    ここまでで、VTuberに求められる様々なスキルを紹介しましたが、実はこれらのスキルはどれか一つを極めたらそれだけで職として成り立つほどのものです。 
 
    どれか1つで成り立つようなスキルが複合的に求められるのは、VTuberがAIにより単純労働が減少した代わりに生まれた新しい仕事だからでしょう。「なぜAIの発展でVTuberが増えるのか？」については私の出版書籍内で詳しく紹介しています。 
 
      
 
      
 
    今後、AIが発展していく社会において非常に大切なのはスキルの複合力です。なぜかといえば、AIは何かに特化することが得意で、一点特化勝負では人間は太刀打ちできないからです。何か一つの事を極めたとしても簡単に AI に取って代わられてしまう可能性があるのです。
しかし、AIは二つのことを掛け合わせることは苦手です。例えば、将棋が世界一強いAI「AlphaZero」はボードゲームしかできません。そのため、似顔絵や100M走など他の分野の勝負では、人間が勝つでしょう。つまり、人間がAIに勝つためには複合力が不可欠なのです。 
 
      
 
      
 
    結論として、ありとあらゆる分野の複合スキルが求められる今後のAI社会では、VTuberはますます増えていく職種と予想できます。 
 
    そのためにも、今回挙げた様々なスキルを磨いておけばAI社会で重用される、多動力を使いこなす「超越者」と呼ばれるものになれるのではないでしょうか。こう考えた私は、実際にVTuberとなり様々なスキルを平行して磨いています。 
 
      
 
    とはいえこれらのスキルをまとめて全て一人で行うというのはほぼ不可能です。手の届かない分野はアウトソーシング（外部委託）することになるでしょう。 
 
    大切なのは、様々な分野の知識を万遍なく知っておくことです。そうすれば、自分のできない分野をアウトソーシングするときに、ワーカーと連携が取りやすくクオリティの高い成果物が作れることになります。 
 
    これはフリーランスの友人から聞いた話ですが、依頼者が依頼した仕事に対して何も知識がないと、仕事の連携が取りづらく、作業に不備が生じることがあるそうです。 
 
      
 
    これからのAIにより単純労働が淘汰されていく時代では、人間に任されるのは複雑でクリエイティブな仕事となっていくでしょう。プロジェクトでチームを組んだ場合でも、自分の専門ではない領域について知っておけば、よりチームでの連携が取りやすくなるはずです。 
 
    


 
   

 

 まとめ 
 
      
 
    この章では、AI社会に求められる人材や、VTuberに必要なスキルの多様性について解説しました。 
 
    今後のAI社会では、AIへの代替されにくさから、VTuberのようにスキルを複合させる仕事が更に増えていくと考えられます。そして、様々なスキルを持った人材が重用されるようになっていくのでしょう。 
 
    私たちは新時代を生き抜くためにも、得意分野に他の分野のスキルも掛け合わせることで、唯一無二となる人材を目指すべきではないのでしょうか。 
 
    


 
   

 

 第５章 にじさんじの新人が爆伸びする理由を考察 
 
      
 
   

 

 なぜにじさんじの新人は伸びるのか？ 
 
      
 
    私のYouTubeチャンネルでは視聴者からのリクエストを募集しているのですが、その中で圧倒的に多いご要望が、「にじさんじの新人の○○さんが伸びている理由を考察してください」とのものです。 
 
      
 
    そこで、この章ではバーチャルライバーグループ「にじさんじ」の新人の登録者が他のVTuberと比べて加速的に伸びる理由を経済的観点から考察していきます。 
 
    そこで、私は１人１人個別に分析するのではなく、にじさんじの新人全員に共通する要素を考察してみました。 
 
      
 
    結論から言うと、にじさんじの新人の登録者数の伸びが大きい理由は大きくわけて２つあります。 
 
    １つ目は「信用の付与」。２つ目は「分母の増加」です。 
 
      
 
    


 
   

 

 要素１　信用の付与 
 
      
 
    １つ目の要素は「信用の付与」です。 
 
      
 
    「にじさんじ」という名前は大きな信用を持っています。にじさんじが築き上げた信用はにじさんじの新人VTuberにも付与されます。その信用力が登録者数やフォロワー数という形で表れるのです。 
 
      
 
    これだけでは何を言っているか分かりにくいと思いますので、もう少し詳しく説明していきます。 
 
      
 
      
 
    「信用の付与」とは、価値の保証を表しています。 
 
    このことを理解するためには、資本主義と価値主義について知っておかなければなりません。 
 
      
 
      
 
      
 
    


 
   

 

 価値主義 
 
      
 
    現在の社会は、資本主義から価値主義へのパラダイムシフトが起こりつつあります。 
 
      
 
    資本主義はお金が最も高い価値を持ち、物の価値はお金で表されます。 
 
    例えば、会社の時価総額を調べると、日本で一番大きな会社はトヨタだということが分かります。 
 
    個人の価値は年収や月収で判断されることが多いでしょう。 
 
    資本主義において年収が高いことは、その人が有能であることの保証になるからです。 
 
      
 
      
 
    これに対して、価値主義では、他者の信用で評価が決定します。これはお金では評価できないものです。ある意味では、評価とは将来の通貨でもあります。 
 
    身近な例を挙げると、アマゾンの購入者レビューがあります。あなたも、アマゾンで買い物をする際、購入者がつけた星の数や書き込まれたレビューを参考にしたことがありますよね。 
 
    デビッドウォーラー著「評価の経済学」では、人間は友人、家族の推薦に次いでレビューを信用するという実験結果が示されています。 
 
      
 
    資本主義から価値主義へのシフトとは、お金から信用への価値観のシフトでもあります。このように、お金よりも評価が重視される社会を信用経済や評価経済と呼びます。 
 
      
 
      
 
      
 
    


 
   

 

 限定合理性 
 
      
 
    話をにじさんじに戻しましょう。 
 
    私たちは新しいVTuberを見ると決めた際に、何を判断材料にするのでしょうか。2019年10月現在、VTuberの総数は9000体を超えると言われています。 
 
      
 
    動画から得られる満足度を最大化させたいならば、全てのVTuberの情報を確認して最も自分の好みに合致したVTuberの動画を選択すべきです。 
 
      
 
    しかし、そういうわけにもいきませんよね。 
 
    これは人間の限定合理性によるものです。限定合理性とは、ノーベル経済学賞受賞を受賞した経済学者ハーバート・Ａ・サイモンが提唱した概念です。「人間は合理的であろうと考えていても、処理能力には限界があるため、常にベストな選択は導けない」という意味になります。 
 
      
 
      
 
    VTuberファンならば、全てのVTuberを見て自分にとって最高の人、最高の動画を見つけ出すことが理想でしょう。しかし、それは現実的に不可能なので、私たちは他者の評価を利用することになります。 
 
      
 
      
 
    例えば、にじさんじというコミュニティへの評価です。にじさんじは40万近い登録者数を誇る月ノ美兎さんを筆頭に、多数の優秀なVTuberたちを育ててきた実績による信頼があります。 
 
    デビューしてすぐにブレイクした夢月ロアさんや御伽原江良さんや、半年ほど伸びない時期を経験した後に人気が爆発したエクス・アルビオさんのような例もあります。 
 
      
 
    これらの事例から、「にじさんじが見つけてくるライバーなんだから、面白いに決まっている」というように信用が高まっているというわけです。 
 
      
 
      
 
    このにじさんじが持つ信用力のおかげで、にじさんじの新人ライバーは約2万人前後の登録者やフォロワーを得た状態からスタートすることができるのです。 
 
      
 
    ここから先の伸びは本人の実力、努力、そして運次第ですが、個人で0からファンを集めるよりは遙かに新人としての舞台は整っていると考えられます。 
 
      
 
      
 
      
 
      
 
      
 
    


 
   

 

 要素２　分母の増加 
 
      
 
    にじさんじの新人が爆伸びする理由。2つ目の要素は分母の増加です。 
 
    分母の増加とは、そもそもの視聴者数自体が増加しているという話です。 
 
      
 
    分母の増加は大きく3つに分けて説明できます。 
 
    1つ目はYouTube全体の視聴者数の増加。 
 
    2つ目はVTuber全体の視聴者数の増加。 
 
    3つ目はにじさんじ全体の視聴者数の増加です。 
 
      
 
    つまり、全体的な視聴者数が増加しているため、かつてと比べて登録者が伸びやすい環境になっているというわけです。 
 
      
 
    


 
   

 

 YouTube全体の視聴者数の増加 
 
      
 
    まずは1つ目のYouTube全体の視聴者数の増加について説明していきます。 
 
    YouTube全体の視聴者数は毎年増加しています。 
 
      
 
    [image: ] 
 
      
 
    [image: ] 
 
      
 
    このグラフは電通グループ3社が2018年にインターネット広告費を調査したデータです。 
 
    https://www.d2c.co.jp/news/2019/03/14/3378/ 
 
      
 
    視聴者数の増加に伴ってインターネットの広告費は毎年増加していることが分かるでしょう。そして、インターネット広告費の中でも動画広告市場の増加は顕著です。 
 
    これは、スマートフォンの普及率とも深く関係しています。実は日本人はPCよりもスマホからYouTubeを視聴するのです。スマートフォンが普及に伴ってYouTubeの視聴者数も増加していっています。 
 
      
 
    近年では、地上波テレビの番組でさえ、番組の宣伝にYouTubeを利用するようになっています。これもYouTube視聴者数の増加の一因でしょう。 
 
    VTuberの例で言えば、電脳少女シロさんがレギュラーを務める「ガリベンガーV」では、未公開シーンなどの特典映像をYouTube限定で配信しています。 
 
    ガリベンガーVは7万人を超える登録者を誇っています。これによって広告費を払わずとも7万人を超える視聴者に番組を宣伝できるのです。 
 
    多くの企業がYouTubeに力を入れる理由もわかりますね。 
 
      
 
    これらの理由から、YouTubeを見る視聴者数自体が年々増加していることは間違いないでしょう。 
 
    


 
   

 

 VTuber全体の視聴者数の増加 
 
      
 
    直近のデータはありませんが、VTuber全体の視聴者数も増加しています。 
 
      
 
    [image: ] 
 
      
 
    [image: ] 
 
    [image: ] 
 
      
 
    このデータは株式会社CyberVが2018年7月に調査したものです。 
 
    https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000007.000035228.html 
 
      
 
      
 
    また、データがなかったとしても、その産業の流行は、お金の流れを見れば推測できます。 
 
    例えば、よみうりランドで開催されている「vtuberland」というVTuberのリアルイベントがあります。2018年では、.liveとにじさんじの2グループで2週間の規模で開催されていました。 
 
    それが、2019年にはupd8、IRIAM、ホロライブを加えた5大事務所で1ヶ月以上に及ぶ規模でイベントが開催されます。 
 
      
 
    これは、VTuberをプロデュースする企業が規模を拡大させていることを表しています。この事例から、VTuberの視聴者数や熱狂的なファンの数が1年前よりも遙かに増加しているということが窺えるでしょう。 
 
      
 
    結論として、VTuberの認知度や視聴者数が増加していることはほぼ間違いないでしょう。 
 
      
 
      
 
      
 
    


 
   

 

 にじさんじ全体の視聴者数の増加 
 
      
 
    最後に、にじさんじ全体の視聴者数も増加しています。 
 
    にじさんじは、2018年2月に1期生と呼ばれる8人が活動を開始しました。その後徐々に規模を拡大し、2019年10月現在では、所属VTuberの数は90名を超えています。 
 
      
 
    にじさんじでは、にじさんじ内でのコラボレーションが盛んです。毎回別の人選での公式番組も放送されています。 
 
    つまり、にじさんじの、あるVTuberのファンになったとすると、必然的に他のにじさんじメンバーについても知ることになります。そのため、視聴者を囲い込みやすくなるのです。 
 
      
 
    例えば2019年10月現在、大手VTuber事務所であるホロライブは、全員の登録者数の合計が約210万人なのに対し、にじさんじ全員の登録者数の合計は約850万人です。 
 
      
 
    この数字からも、にじさんじ全体の視聴者数の大きさが窺えるでしょう。 
 
      
 
      
 
    


 
   

 

 基本的帰属のエラー 
 
      
 
    「分母の増加」の結論を言うと、最近のにじさんじの新人があっという間に登録者が伸びていき、5万、10万と大台を達成する理由は、全体の視聴者数が増加している要因が大きいです。 
 
      
 
    1年前、2018年の段階では、新人が数ヶ月で10万人を達成することなどほぼ不可能でした。 
 
      
 
    人間は物事を考える際に、このような環境要因を無視しやすい傾向があります。これを行動経済学では基本的帰属のエラーと呼びます。 
 
    物事の本質を明らかにする際には、そのものだけではなく、環境要因を考えることが大切です。 
 
    


 
   

 

 まとめ 
 
      
 
    まとめると、にじさんじの新人たちの登録者の伸びが凄まじい理由は「信用の付与」と「分母の増加」の2つの要因によるものです。 
 
    信用の付与とは、視聴者のにじさんじへの信頼です。 
 
    このように、他者の評価で価値が決定することを価値主義と呼びます。お金よりも評価が重要視される社会を信用経済や評価経済と呼びます。 
 
    限定合理性とは、合理的にあろうとしても人間の計算能力には限界があるという話でした。そのために、人間は他者の評価を参考にするのです。 
 
      
 
      
 
    分母の増加とは、全体の視聴者数が増加することで伸びやすい環境になっていることです。 
 
    人間は基本的帰属のエラーにより、このような環境要因を無視する傾向にあります。 
 
      
 
    この章では、にじさんじの新人が爆伸びする理由を考察してみました。 
 
    伸びている新人さんの能力が高いことなど言うまでもないのですが、その裏には、にじさんじと所属ライバーたちがこれまで積み上げてきた努力が隠れているのです。まるでアニメのようにストーリー性があるのは面白いですね。 
 
      
 
    


 
   

 

 第６章 ホロライブのマシュマロ禁止について 
 
      
 
   

 

 ホロライブのマシュマロ禁止措置 
 
      
 
    先日Twitterでダイレクトメッセージをいただきました。 
 
      
 
    [image: ] 
 
      
 
    「マシュマロ」というのはTwitterと連携した匿名の質問サービスのことですね。 
 
    2019年12月、大手VTuber事務所ホロライブが企画以外でのマシュマロを禁止するように所属VTuberに告知したそうです。 
 
      
 
    この件について私の意見を述べていきます。 
 
      
 
      
 
    


 
   

 

 マシュマロはVTuberの精神にダメージを与える 
 
      
 
    結論からいうと、私はホロライブの決定は正しいと思います。 
 
    なぜなら、マシュマロはVTuberの精神にダメージを与える危険性が大きいからです。 
 
      
 
    ホロライブがマシュマロの閉鎖を決定したのも、所属VTuberに対して、攻撃的な心ない暴言が数多く届いたからでしょう。 
 
    マシュマロはAIによる暴言の自動削除機能を設けていますが、暴言を全て排除できるわけではありません。書き方次第で検閲は容易く突破できてしまいます。 
 
      
 
      
 
    人は匿名性の高いネット空間では、自制が効かない行動をとってしまいます。これを、2004年、ジョン・スラーという心理学者はオンライン脱抑制効果と名付けました。 
 
    では、なぜ人は匿名空間では自制の効かない行動をとってしまうのでしょうか？ 
 
    ジョン・スラー博士は、人が匿名空間において自制心を発揮できないことに対して以下のような原因を挙げています。 
 
    ・乖離匿名 匿名性の高さは守られている安心感を与えます。 
 
    ・不可視性 声や性別もわからない状態のことです。 
 
    ・非同期性 リアルタイムのコミュニケーションではないことです。 
 
    ・唯我独尊的な取り込み インターネットの対話においては、勝手に相手の姿や考えを創造し出してしまいます。 例えば、かわいい声のVTuberは若くて美人で彼氏なんていないに決まっているという断定です。 
 
    ・脱抑制的な想像力 ネットでのコミュニケーションはただのゲームであるという思考です。 
 
    ・権威の最小化 現実世界では自分の社会的地位、容姿、年齢などが関わっており、報復や問題が起きるため迂闊な発言はできません。しかし、オンライン上ではそれが可能となります。 
 
    現実世界では、数万人のファンを持つアイドルに対して直接暴言を吐こうとは思わないはずです。 
 
      
 
    以上のことからわかるようにこれは、ホロライブ視聴者の民度が低いからなのではなく、人間の習性によるものなのです。匿名性の高いサービスを利用していれば、当然どこにでも発生しうる問題と言えるでしょう。 
 
      
 
      
 
    


 
   

 

 他人の行動は変えられない 
 
      
 
    誹謗中傷により自社のVTuberが傷つけられる。この問題からVTuberを守るためには２つの選択肢があります。 
 
      
 
    １.他人を変える 
 
    ２.自分が変わる 
 
      
 
    1の「他人を変える」とは、誹謗中傷を送らないように視聴者側の行動を変えることです。 
 
    しかし、どのような場面においても相手の行動を変えるのは非常に困難です。注意喚起をするだけで止まるような話ではありません。 
 
      
 
      
 
    ２の「自分が変わる」とは、誹謗中傷が目に入らないための環境を作ることです。 
 
    他人の行動を変えるのは容易ではありません。自分の行動や環境を変えるほうが簡単で効果的です。 
 
      
 
      
 
    スタッフが検閲するのはコストがかかり過ぎますので、一括でマシュマロを禁止にし「マシュマロが見られない環境を作る」という対策が合理的となります。 
 
      
 
      
 
      
 
    


 
   

 

 何がバズるかわからない時代 
 
      
 
    とはいえ、ご質問でいただいたように、現在はVUCAの時代に突入しています。VUCAの時代とは、「複雑化しすぎて正解がない」時代のことを指します。 
 
    VTuberで言えば「何がバズるかわからない時代」ということです。 
 
      
 
      
 
    つまり、視聴者からの意見や質問に回答するというコンテンツを消し去ってしまうのはVTuberの数値的な成長という面ではマイナスとなる可能性があります。 
 
      
 
    この対策は簡単で、マシュマロ以外のサービスを使えばいいだけの話です。 
 
      
 
    「マシュマロ」という質問サービス全体が悪いのではなく、サービスに付属している「匿名性」が問題なのです。 
 
    匿名ではない質問サービスを使うことで質問回答コンテンツの消失は避けられます。 
 
    YouTubeのコメント欄、コミュニティタブ、Twitterのリプライなどで十分なのです。 
 
      
 
    もちろんこれらのサービスにも匿名性はありますが、マシュマロと比べると匿名性は薄れますので、オンライン脱抑制効果は抑えられます。 
 
      
 
      
 
      
 
      
 
      
 
    


 
   

 

 まとめ 
 
      
 
    私の結論は、ホロライブだけでなく、全てのVTuberはマシュマロを閉じるべきであるというものです。 
 
    匿名空間で、暴言が届くのは人間の習性から考えて必然であり、これはどうしようもないことなのです。 
 
      
 
    私はマシュマロを開設していない少数派のVTuberであり、デビューから度々Twitterや動画でマシュマロの危険性を述べてきました。 
 
      
 
    ホロライブという大手事務所がマシュマロ禁止に踏み切ったことは、他のVTuberたちへの注意喚起にもなったと感じています。 
 
      
 
    今回の一件から学べるのは「問題解決のためには人間の本質的な性質を把握し、相手や自分を変えようとするより環境を変えることで対策すべき」という話です。 
 
    


 
   

 

 第７章 にじさんじネットワークが終了した理由を考察 
 
      
 
      
 
   

 

 にじさんじネットワークとは？ 
 
      
 
    この章ではにじさんじネットワークが終了した理由を「経済」の観点から考察します。 
 
    にじさんじネットワークとはVTuber事務所にじさんじを運営するいちから株式会社が手掛けるVTuber限定のMCN（マルチチャンネルネットワーク）です。[image: ] 
 
      
 
      
 
      
 
      
 
      
 
    MCN（マルチチャンネルネットワーク）とは、YouTubeクリエイターを繋ぐネットワークのことです。「ヒカキン」「はじめしゃちょー」が所属するUUUMが最も有名ですね。 
 
      
 
    MCNに加入したクリエイターは、収益の一部を支払う代わりに動画作りのサポートが受けられるというわけです。 
 
      
 
    にじさんじネットワークは2019/5/10に「VTuberを文化にする」と銘打ち、サービスを開始しましたが、2019/12/31にサービスを終了しました。 
 
      
 
      
 
      
 
    


 
   

 

 なぜ終了したのか？ 
 
      
 
    では、なぜにじさんじネットワークは終了してしまったのでしょうか？ 
 
      
 
    企業が事業から撤退するのは、他にも小さな理由があるでしょうが、最も大きな理由は簡単な話で「採算が取れない」からです。 
 
      
 
    なぜ、採算が取れないのでしょうか？ 
 
    それは、「収益をもたらしてくれるほどの規模を持ったフリーの個人VTuber」がほぼ存在しないからです。 
 
      
 
    主なMCNの契約は、企業がクリエイターのYouTube収益の20～30％を受け取るというものです。この性質上、登録者は最低でも１万人以上が必要となります。メインの顧客となるのは登録者10万人以上のYouTuberです。 
 
      
 
      
 
    しかし、登録者数１０万人以上というのは非常にハードルが高い数字です。YouTube全体の登録者数の割合は1000人でも上位11％。1万人で上位2％、１０万人ならば上位0.3％しか存在しないのです。（パソ活ラボ調べ） 
 
      
 
      
 
    [image: ] 
 
      
 
      
 
      
 
    では、薄利多売戦略でとにかく多くのクリエイターを囲い込むのはどうなのでしょうか？ 
 
    かつてはこのスタイルが主流でしたが、2020年現在はこのスタイルは使えなくなっています。 
 
    2018年からYouTubeの規制が強化され、収益化のためにはチャンネル登録者数が1000人以上、再生時間は4000時間以上という基準が設けられたからです。 
 
    この規制によって海外のMCNの多くは規模の縮小を余儀なくされました。 
 
      
 
      
 
    つまり、現在のYouTubeにおいて新規にMCNを立ち上げるのは非常にハードルが高いビジネスモデルなのです。 
 
    現在のYouTubeでMCNビジネスを成り立たせるには、大口との契約が必須となるでしょう。 
 
      
 
      
 
      
 
    しかし、ここで問題となるのが市場の規模です。VTuber業界は、YouTuberと比べるとまだまだ市場が小さいです。 
 
      
 
    例えば、よしもとが運営するMCN「OmO」では「カジサック」を始めとする芸人YouTuberたちが40名以上在籍しています。 
 
    登録者数を見ると、トップが「カジサック」の150万人、70万人クラスも数人、数十万人クラスは無数に存在します。 
 
      
 
      
 
    これに対して、登録者数が10万人を超えている無所属の個人勢などほぼ存在しません。すでにどこかの企業、事務所、MCNに所属してしまっている場合がほとんどです。 
 
    個人VTuberではトップクラスの知名度があった犬山たまきさんも、VTuber事務所「のりプロ」を設立し事務所側に回りました。 
 
      
 
    つまり、ただでさえ難しい新規のMCN構築をVTuberに限定してしまうととんでもなく難易度が高まってしまうというわけです。 
 
      
 
      
 
      
 
    「にじさんじネットワーク」は設立以来メンバーが１人も増えていないことで有名です。 
 
    これは簡単な話で、にじさんじに収益が生まれるほどの大手個人VTuberの応募が無かっただけでしょう。 
 
    もし、登録者が10万人を超える犬山たまきさんクラスがごろごろ応募してきていたならば、話は変わっていたと思われます。 
 
    しかし、実際に応募していたのは、登録者が１万人以下の個人VTuberだったのでしょう。割合を考えれば応募者の大半は登録者1000人以下だったのかもしれません。 
 
    登録者400人の個人Vの方が７回応募したけど落選したという動画も投稿されていました。 
 
      
 
      
 
    これは、「VTuberを文化にするためにVTuber活動を支援する」と言うにじさんじの宣伝文句が誤解を生んでしまったのかもしれません。 
 
    理念の実現のためとはいえ、「企業」はボランティアでやるわけにはいきません。にじさんじはビジネスとして、サービスから十分に利益をあげなくてはならないのです。 
 
      
 
    実際は、MCNなのですからチャンネル登録者数が最低でも５万人以上はないと加入は厳しいと思われますが、MCNに理解がある人はまだまだ日本には少ないのでしょう。 
 
      
 
      
 
      
 
    


 
   

 

 クリエイター支援サービスYouToken 
 
      
 
    では、MCNに入れない個人VTuberはどうすればいいのでしょうか？ 
 
    本当に支援やサポートを必要としているのは彼らのはずです。 
 
    私は、以前からこの状況を憂いていたこともあり、昨年の１１月に登録者数１万人以下のYouTubeクリエイターをターゲットにした支援サービス「YouToken」を立ち上げました。 
 
      
 
    大手よりも中小クリエイターのほうが有利になる画期的なサービスですので、あなたがクリエイター活動をする際は是非サービスの利用を検討していただければと思います。 
 
    最新のFintech技術が複合されたYouTokenの全貌はこちらの書籍で解説していますので、興味があればチェックしてみてください。 
 
      
 
      
 
      
 
    


 
   

 

 結論 
 
      
 
    話をにじさんじネットワークに戻しましょう。 
 
    結論として、にじさんじネットワークが畳まれるのは収益が少なすぎたからと言えるでしょう。 
 
    いちから株式会社は、にじさんじネットワークの終了を発表した同月（2019年12月）に、VTuber事業の韓国への進出を発表しました。 
 
    収益が伸びないプロジェクトを畳んで新しいプロジェクトへシフトする。これは企業の経営戦略としては当然の判断です。 
 
      
 
    にじさんじはMCNを展開せずとも、国内では十二分に成果をあげています。 
 
      
 
    これからは、にじさんじは、国内だけでなく海外へ事業を展開させていくと予想されます。 
 
    VTuberの海外展開は、「VTuberを文化にする」だけでなく「VTuberを日本の誇れる文化として世界に広める」ことができるはずです。 
 
      
 
    私の構想する「VR産業による日本再興」を実現させてくれるのはにじさんじなのかもしれません。 
 
      
 
      
 
    


 
   

 

 おわりに 
 
      
 
    バーチャルYouTuber業界は日進月歩の勢いで進化しています。本書で取り上げた話題もすぐに過去の話となるでしょう。 
 
    しかし、過去の事例からも学べることは多いです。アイドル産業と同じく、バーチャルYouTuber業界はファンからの信用が第一となります。 
 
    過去の事例を分析し人間の行動原理を知ることで、VTuberとファンは良好な関係を築き上げることができるはずです。 
 
      
 
    本書はバーチャルYouTuberと学問をミックスさせることで「楽しく学べる」ことを目的としています。本書の情報が少しでもあなたの人生に役立てられたなら光栄です。 
 
      
 
    2020/4/19 バーチャルエコノミスト千莉 
 
      
 
      
 
    


 
   

 

 発行書籍紹介 
 
      
 
    本書は自身の４作目の発行書籍となります。 
 
    １作目はバーチャルYouTuberを利用した事業に興味がある人に向けたビジネス書です。VTuberの経済的な優位性、ビジネス戦略などについて解説しています。VTuberの知識がない人でも分かるような構成です。 
 
    ２作目は本書と同様に、VTuberマニアに向けた内容です。本書を「面白い」と感じていただけたあなたには、是非オススメできます！ 
 
    ３作目はYouTubeの現状と未来のテクノロジーについての書籍です。VTuberだけでなく、未来の仕事について学ぶことができます。他の書籍より少し難易度は高いですが、その分濃密な情報を詰め込みました。 
 
      
 
    YouTubeや私の主催するオンラインサロンでは書籍化される前の最新情報を発信していますので是非チェックしてください！ 
 
      
 
    

 
 
   

 


 著者紹介 
 
    バーチャルエコノミスト千莉せんり 
 
      
 
    2019年4月、バーチャルYouTuberとしてYouTubeで活動開始。行動経済学、シェアリングエコノミー、フィンテックなど最新の経済システムに関わる情報を発信。完全無名状態から1年で登録者1.5万人を達成。 
 
    クリエイター支援サービス『YouToken』創設者 
 
    オンラインサロン『VirtualEconomicThinkTank（VET）』主催 
 
      
 
    ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル： 
 
    https://www.youtube.com/channel/UCrfI1f0FF-VpIBzposSB5Pg/featured 
 
      
 
    Ｔｗｉｔｔｅｒ:  
 
    https://twitter.com/V_Economist 
 
      
 
    Note: 
 
    https://note.mu/v_economist 
 
      
 
    


 
   

 



 
 
    編集：VET編集部 蛙谷んこ 
 
      
 
    Copyright © 2020 バーチャルエコノミスト千莉
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